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長船技師による営農情報！
最近、気になる畑地雑草について
　本年、JA資材課で相談を受けた雑草で気になるものをピックアップしました。地域で大発生し

ているものはありませんが、一度、ほ場に侵入すると有効な除草剤がないものがあります。ほ場観

察を行い新たな雑草を侵入させない水際対策が必要です。

参考資料：植調雑草大鑑、ルーラル図書館

２　雑草対策のポイント
（１）雑草の侵入はほ場周辺や取り付け道路から侵入します。ほ場周辺や取り付け道路には非選択性除草

剤散布などが重要です。
（２）有効な除草剤が少ないので、ほ場内で見つけた場合、種子をつける前に抜き取りをします。
（３）雑草別ポイント

①ミチヤナギ
・麦作では土壌処理剤では対策は不十分なので、茎葉処理を行う。
・初期に出芽したミチヤナギは種子生産量が多いので、結実させないことが重要です。

②カラスムギ
・種子は２週間以上の湛水条件で死滅するので、水稲作または、夏季の湛水で根絶できる。
・麦類収穫後、夏期の深耕により種子を出芽不可能な深度（20cm以上）に埋没させると出芽は大幅
に減少する。

③ガガイモ
・萌芽力のある根を深くまで張り巡らすため、いったんほ場に入ると雑草対策が困難なので発見し
たら早期に抜き取ります。増殖・拡散させないことと減少を図る二段構えの対応が必要です。

・現地事例：播種前のロータリー耕で切断されたガガイモ根断片（平均10ｃｍ）の65～70％が萌芽し
た記録があります。

１　雑草の種類

(1)ガガイモ

多年草  草丈：つる性
花：６～９月 繁殖器官：種子　根
確認場所：大豆畑  

(2)エノキグサ

一年生  草丈：20～50cm
花：６～10月 繁殖器官：種子　
確認場所：大豆畑  

(3)ミチヤナギ

キョウチクトウ科

タデ科

一年生  草丈：10～40cm
花：６～10月 繁殖器官：種子
確認場所：小麦・大豆畑  

(4)カラスムギ

トウダイグサ科

イネ科

一年生（越年草）　草丈：40～120cm 
花：４～６月 繁殖器官：種子
確認場所：小麦畑、ナタネ畑  
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営 業 時 間 の 変 更 に つ い て
１１月１日（土）より営業時間が下記の通りとなりますのでお知らせします。

期間：11月1日（土）～3月31日（火）

本部事務所

グリーンセンター

野菜関連施設

JAバンク　　　　　　

共 済 窓 口 　 　 　  　　

JAバンクATM

エーコープATM

推 進 本 部

8：30～17：00

9：00～17：00

11月　　　8:00～17:00

12月以降　8:30～17:00

9：00～18：00

9：00～18：00

8：30～17：00

休　業

休　業

11月　　　8:00～17:00

12月以降　8:30～17:00

休　業

休　業

9：00～17：00

休　業

※野菜受入のため土日営業

※野菜受入のため日曜日営業

※11:30～12:30の間、全ての窓口業務を休止

平　日 土曜※

9:00～15:00

9:00～15:00

9:00～17:00

（貯金窓口）

（融資窓口）

（共済窓口）

ホクレン給油所

エーコープなんぽろ店

7：30～18：00

9：30～19：00

営業時間：平日、土曜・日曜（祝日を含む）

※本部事務所・グリーンセンターは 土曜日・日曜日・祝日休業。
JA バンク窓口及び本所ATMは土曜日・日曜日・祝日休業。
エーコープATMは日曜日・祝日休業。
※野菜関連施設については土曜日、日曜日、祝日も時期により稼働している場合があります。（野菜等集出荷センター 011-378-0539）
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昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
78
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協
同
組
織
を
通
じ
て
農
業
生
産
力

の
向
上
と
農
業
者
の
地
位
向
上
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
さ
れ
た
こ
の
法
律
に
よ
り
、
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

農
業
協
同
組
合
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の
組
織
」
と
し
て
、
自
主
・

自
立
、
民
主
的
運
営
を
基
本
に
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
組
合
員
の
営
農
と

生
活
の
安
定
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
、
円
安
に
よ
る
資
材
高
騰
、
国
際
的
な
食

料
需
給
の
不
安
定
化
な
ど
が
農
業
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
農
政
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
が
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
世
界
的
な
食
料
需
給
の
不
安
定
化
に
よ

る
輸
入
リ
ス
ク
の
増
大
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
日
本
の
農
政
は
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
改
正
基
本
法
に
基
づ
く
農
業
構
造
転
換
対
策
の
予

算
確
保
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向
け
て
、

組
合
員
の
声
を
国
政
に
届
け
る
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

国
連
は
、
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
、
食
料
安
全
保
障
、
気
候
変
動
対
策
、
地

域
の
人
々
へ
の
医
療
・
福
祉
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
の
創
出
、
す

べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社
会
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（SD

G
s

）
に
貢
献
し
て
い
る
協
同
組
合
を
評
価
し
、
そ
の
認
知
の
向

上
と
協
同
組
合
の
振
興
の
た
め
に
、
2
0
2
5
年
を
国
際
協
同
組
合
年
に
定
め
ま

し
た
。

　

こ
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
、
協
同
組
合
の
力
を
再
認
識
し
、
地
域
課
題

の
解
決
と
安
心
で
豊
か
な
未
来
の
創
造
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
組
合
員
と
の
対
話
活
動
を
一

層
強
化
し
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
組
織
結
集
力
に
つ
な
げ
、
今
後
と
も
組

合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
　
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
代
表
理
事
会
長
　
樽
井
　
功
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